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男鹿半島の第四系産イタヤガイ科化石

とその層位的分布

渡部最

が，それ以外になお数脈か認められる。しかしこれら

はいずれも保存状態があま')良くなく，個体数が1～

2mと少ないことなどもあって確実な同定ができない。

したがって本稿では．鞘1表の6種だけを記述の対象

とする。

これまでに公表された本地域における風化ｲ『に関し

た報杵、たとえばTakayasij(1962),Huziokaetal.

'1970),渡部!1975),凡i屑団体研究グループ11977.

などにも第1表以外のイタヤガイ科は記録されていな

い。ただ，金原(1942)に（､hiα"ivsfarreri〃ﾙ(!z"r'1

KlIRODAの記鍬があるが，これは波部(1977)によれば

C/iル""〃Hハ〃･rgﾉ･I’,Jp/)("'27,､Si'sKurouAのSynonymT"

ある。したがってり)鹿半i:舟の第四系におけるイタヤガ

イ科化打として一般的な純は，第1表のとおりである

といえる。

Iはじめに

男鹿半島には鮪川層・安田層・渦ILi層・釜谷地層な

どの第四系が分布してお')，これらは多則言の貝化石を

含んでいる。岐近これらの地1両の詐細なVi序がIﾘlらか

にされつつあるので，層位的分術の広い分餓群の化ｲ丁

については，それらの時間的澗長を刑||かく検討できる

ようになった。

こうした観点から，先に筆者はサラガイ閥をとりあ

げて報告した（渡部,1981)。それにひき続いて本稿で

は，イタヤガイ科について述べることにする。

なお岐近では．鮪川層よn下位の脇本iiや北浦層も

弗四系とされるようになってきた（北里，1975など)。

しかし本稿では，多量の貝化石を含むという点で，鮪

川層以上を対象とする。

IIイタヤカ．イ科化石の産地と得られた種

男鹿半島において、弗四系の貝化ｲ,.産地は30か所以

_|之あるが，イタヤガイ科の化石が採集されたのは第1

図に示した22か所である。

これまで筆者が採集した数百化1体のイタヤガイ科の

大部分は，第1表にあげた6枕に分餓されるのである

Ill層序の概要

当地域の第四系の層序を第2表に示した。この層序

は，特に潟西層の糸iii分のしかたと釜谷地屑のl闇位とに

問題があり，将来改訂される可能性も大きいが，と'）

あえず先の報告（渡部,1981)を踏襲した。

第1表リ)鹿半島の第四系産イタヤガイ科化ｨI

図版名NC， 純

Cﾉllα"ius(Swiftope(､ien)swifti(Bernardi)

C〃α","s(Azumapecten)faﾉrerinipponensisKuroda

Cﾉuplopeclenvesicuiosus(DunkerJ

Pecten{Notovo/α)albicans(Schroteh)

Patinopecten(Mizuんypeclen)yes,soensis(Jay)

pα庇"叩ecten{Mizuhopeclen)tokyoensis(Tokunaca)
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'､惟荊．f11名は波部(1977)による
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第1図イタヤガイ科化石の産地(Loc.1-22)

aは旧土地理院発行2〃5千分の1地形図「大淵」を,bは同「ｿ要瓜山」を．cは同r北iill」を，

び「脇本」を伽用した。dのスケールはa～cに対しても此通である。

.1は同「寒風Lll」およ
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男鹿半島の弗四系産イタヤガイ科化石とその屑位的分布

この表の中で．鮒川屑上部、安田層，潟西用Ⅳ層お

よびII層に，基底部と記入した部分がある。これはそ

れぞれの部層あるいは累層の基底部に貝化石を多量に

含む部分があるからであ>),層位的分布を細かく表現

するために設けた区分である。以下本文中ては基底

部についてはたとえば鮪川層上部基底部といい，それ

をのぞく鮪川層上部については鮪川層上部主部という

ことにする。

第2表には第1図の化石産地の層位もあわせて表示

した。

Ⅳ各層準におけるイタヤガイ科化石の産出栂兄

イタヤガイ科化石はすべての場合他の多くの貝化石

と共に産出するが，ここではイタヤガイ科に限定して，

各層準でどの程度産出しているものかを述べる。

鮒川層下部：海生貝化石の産出はまれであり，イタ

ヤガイ科も認められない。

鮪川層中部:Loc.8で多量のホタテガイを産出する。

ここではエゾキンチャクガイも多く，アカザラガイが

それに次ぎ，トウキョウホタテガイも小量ながら産す

る。Loc.22においては，ホタテガイがわずかに認めら

れた。

鮪川層上部基底部：LOC・'4．18．21がこの層準に相

第2表層序とイタヤガイ科化石産地の層位

時代

完新世

更

新

世

地屑名

橋本段丘術成層

産地(Loc.)

釜谷地屑’’
I

潟西層
Ⅱ匪屋『
111

Ⅳ

基底部

安田層「悪底蔀

鮪川層
上部匝底蔀
中部

下部

2．3

9．10

4

5

6．（11.12）

7．13．15．16．17．19．20

14．18．21

8．22

（）内の産地は層位が確実でない

当する貝化石産地で．，貝化石の内容についてはすて･に

筆者が報告したとおりである（渡部，1978)。LOC、21

でヒヨクガイを産し，その個体数は少なくないが，本

!4は今のところ本地域ではこの産地以外に発見されて

いない。この三つの産地で，第1表にあげた6種のイ

タヤガイ科化石すべてがみられる。ただしLoc.14では

アカザラガイとヒヨクガ､イをLoc､18fはヒヨクガイ

とイタヤガイを,Loc､21ではエゾキンチャクガ､イをそ

れぞれ欠いている。

鮪川層上部主部：最も多くの貝化石産地を有する層

準であI)，ことにLoc.7とLoc､17が主要な産地である。

Loc.7ではホタテガイが非常に多<,エゾキンチャク

ガイがそれに次ぎ，アカザラガイも産する。Loc.17で

もほぼ同様の産出傾向を示すが,Loc.7では産しない

イタヤガイとトウキョウホタテガイが認められる。

安田層基底部!Loc.6でヒヨクガイをのぞ<5種の

イタヤガイ科を産する。肢も個体数の多い極はホタテ

ガイで，トウキョウホタテガイがそれに次ぐ。他の3

師の個体数はあま')多くない。Loc.llと12は，確実で

はないがLoc.6と同層準と考えられ，同様の種を産出

する。

安田層主部:Loc.5で極数・個体数ともに豊富な貝

化石を産するが，イタヤガイ科はほとんどみられず，

きわめてまれにホタテガイ1種を産するのみである。

潟西層Ⅳ層基底部:Loc､4で，比較的まれであるが

エゾキンチャクガイ，ホタテガイ，トウキョウホタテ

ガイの3種が認められる。

渦西層Ⅳ層主部:Loc.9でエゾキンチャクガイ，ア

カザラガイ、ホタテガイが,Loc.10でホタテガイがそ

れぞれわずかに得られた。

潟西層Il1層：内湾～汽水生の貝化石を含むが，イタ

ヤガイ科は産出しない。

潟西層n層基底部:Loc.2と3でアカザラガイがわ

ずかに認められた。

渦西層II層主部・潟西層I層：貝化石を含まない。

釜谷地層：LOC.’で，個体数はそれほど多くないが，

エゾキンチャクガイとアズマニシキガイが得られた。

HuziokaetaI.(1970)によれば,ここでイタヤガイも

産しているが，筆者は採集していない。

怖本段丘構成層：貝化石を含まない。

なお，現在秋HI県沿岸に生息しているイタヤガイ科
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渡部

は，第1表のうちトウキョウホタテガイをのぞく5種

のほか，ナデシコガイ，ニクイロナテシコガ．イ，ニシ

キガイ，キンチャクガイ，ハナイタヤガイ，ツキヒガ

イ期の計11種である（渡辺，1976)。

Vイタヤガイ科化石の層位的分布

Ⅳで述べたことをまとめて第3表に示した。ここで
●

はこれにもとづいてイタヤガイ科化石の層位的分布の

特徴を述べ，若干の考察を試みる。

第3表イタヤガイ科化石の層位的分布

地層名

（現在）

橘本段丘構成層

釜谷地層

S､s A､f C・vP､a M､v M､t

＊ ＊ ＊ ＊ ＊

○ ○

1

11

基底部基底部

潟西層
111

IV

基底部

安田層
基底部 ○ 、 ◎ ○

○ ○ ◎

上部’ 基底部 ○ ○ ○ ◎ ○

鮪川層

中部 ○ ◎

下部

S､s'.エゾキンチャクガイA.f:アカサー

ラガイc.v:ヒヨクガイP.a:イタ

ヤガイM.y:ホタテガイM､t:トウ

キョウホタテガイ

◎：個体数が非常に多い○：多い○：普通

．：少ない＊,:秋川県沿岸に現在生息している

ことを示す（渡辺，1976による）

【。

'友

1層位的分布の特徴

鮪川層以上の第四系において，イタヤガイ科は鮪川

¥i中部で出現し，釜谷地層まで広い範囲にわたって存

在している。

個々の種に注目してみると，分布の下限は比較的よ

くそろっているが，上限はばらついている。すなわち

鮪川層中部で4種，鮪川層上部基底部で2種出現し，

この時点ですでに全種が出そろうのに対して，消滅は

鮪川層上部基底部から釜谷地層にいたるまでいろいろ

な層準でみられる。

層位的分布の範囲が広い種はエゾキンチャクガイと

アカザラガイである。イタヤガイ，ホタテガイ，トウ

キョウホタテガイも比較的広範囲に分布しているが，

ヒヨクガイの分布はきわめてせまい。なお，エゾキン

チャクガイとアカザラガ．イ，ホタテガイとトウキョウ

ホタテガイは，それぞれ分布のしかたが似かよってい

る。

層準ごとに種数や個体数の多少をみてみると，安田

層基底部以下と安田層主部以上の間できわだった相違

が認められる。すなわち前者では種数も個体数も豊富

であるのに対して，後者では全く貧弱である。このこ

とは，安田層基底部以下の層準にある化石産地では，

貝化石が多産すれば必ずといっていいほどイタヤガイ

科も多いのに，安田層主部以上の層準にある産地では

貝化石が多産しても，イタヤガイ科はまれなことが大

部分である，という事実によっても示される。

種のレベルでこのような変化を最もよく表している

のはホタテガイである。本種は鮪川層中部から安田層

基底部まで連続して個体数がきわめて多く，個々の産

地においてもほとんどの場合，他のイタヤガイ科よI)

多くの個体数がみられる。しかし安田層主部になると

激減し，その後も個体数は回復しない。

2考察

以上に述べたように，イタヤガイ科化石の種数や個

体数は時間的に変動している。こうした変動は，本地

域におけるイタヤガイ科の消長の一面を示すものであ

る。この消長の要因は，巨視的には主として本地域に

おける環境の時間的変化（具体的には地層の堆穣環境

の変化として示される）と、個々の種の生息環境の関

･渡辺（1976）は本種をツキヒガイ科にしているが，波部（1977）に従ってイタヤガイ科に入れた。
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男鹿半烏の第四系産イタヤガイ科化石とその層位的分布

係にあるということができる。なぜなら，この消長が

地質学的には第四紀後半という比較的短い時間内に起

っており，トウキョウホタテガイ以外は現生種だから

である。

このことはヒヨクガイの例でみると明らかである。

本地域では，すでに述べたようにヒヨクガイの産出は

層位的にも地理的にも非常に限られているが，この理

由は次のように考えられる。

本種を含む化石層の貝化石群は，暖流の影響を強く

うける浅海区下部に生息する種を主体としたもの（ヒ

ヨクガイもその一員をなす）であ'),この化石層はそ

のような環境下で堆積したものと推定される（渡部，

1978)｡このような性格をもった群集は本地域の第四系

には他に類例がない。つまりこの化石層の堆積環境は

本地域の第四系の中では特異なものだったのであ')、

このとき形成された環境だけがヒヨクガイの生息環境

に一致していたわけである。

安田屑主部以上におけるイタヤガイ科衰亡の要因も、

上記と同様な手法で説明可能と思われるが，その実態

は相当に複雑なものと推定され，今のところ具体的に

は明らかにできない問題である。

謝辞：本稿でとりあつかったイタヤガイ科化石の一

部は，潟西層団体研究グループの野外調査のおりに採

集されたものであ')，同グループの方がたから採集に

ご協力いただいた。また，秋田地学教育学会の方がた

には発表の場を与えられ，貴重なご意見をいただいた。

以上の方がたに厚くお礼申し上げる。
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Age

Holocene

Pleistocene

Species

Frequency

渡部品

Formation S.s

Hashimototerracedeposits

KamayachiF. ○

I

II

KatanishiF
Basalpart

Ill

■

Ⅳ

Basalpart ■

’
AndenF.

Basalpart ○

○

ShibikawaF

Upper
Basalpart

Middle ○

○

Lower

A､f

○

■

■

●

○

○

C.v

○

Dへ
L･q

●

○

｡

●

M,v M・t

r可

●

◎ ○

◎ ●

◎ ○

◎ ●

S.s:Cﾉllα"lysswiftiA.i.Chlamysんrrerinipp""e"sisC.v:Cryptopectenvesicuiosus

P.a.-.R'cte〃α/仇cαﾉisM.y.Pα〃nopecte〃〃PSSｲﾉP"81..シM、t:Pα〃"opectenmk"()PルッLs

◎:Veryabundant,OabundantOxommon。:rare

図版の説明

図 版I図版11

1.Chiα"1us(Sw〃肋pecten)swifti(Bernardi)1.Pα〃"opecten[Mizuhopecten)yessoensis(Jay)

エゾキンチャクガイ，左殻，×0．7，Loc.17ホタテガイ，左殻,×0.8,Loc.17

2.Chiα"lys{Swiflopecten)swifti(Bernardi)2.Pα〃加opecten{Mizuhopecten)yessoensis(Jay)

エゾキンチャクガイ，右‘段，×0.8,Loc.17ホタテガイ，右殻,×0.8,Loc､17

3.Chlamys(.4型加αpecten)farreri"〃)加川〔ﾀﾙﾂ崎 3.Pα〃"opecten(Mizuhopecten)tokyoensis

Kuroda,アカザラガイ，左殻，×1,Loc.17(Tokunage)トウキョウホタテガイ，右殻，×0.8,

4.Chlamys(Azumapecten)farrerinipponensisLoc.18

Kuroda.アカサラガイ，右殻，×1,Loci4.Pα〃"opecten(Mizuhopecten)tokyoensis

5.CryotopectenひesiculosusKDunker)ヒョクガイ(Tokunaca)トウキョウホタテガイ，左殻,×1,

左殻，×I1,Loc.21Loc.17

6.Cryptopecte〃〃esiculosus(Dunker)ヒヨクガ

イ，イ丁殻、×1,Loc､21

7.Pecten(Nolovola)a必icans(Schroter)イタヤ

ガイ，左殻､×1,Loc.17

8.Pecten(Nolovola)albicans(SciiROTEn)イタヤ

ガイ，右‘段，×1,Loc.11
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男鹿半島の第四系産イタヤガイ科化石とその層位的分布

図版I
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渡部品

図版II

’
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